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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第４区分
【発行日】平成27年7月16日(2015.7.16)

【公開番号】特開2014-76650(P2014-76650A)
【公開日】平成26年5月1日(2014.5.1)
【年通号数】公開・登録公報2014-022
【出願番号】特願2013-125637(P2013-125637)
【国際特許分類】
   Ｂ３１Ｄ   1/02     (2006.01)
   Ｇ０９Ｆ   3/10     (2006.01)
   Ｇ０９Ｆ   3/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ３１Ｄ    1/02     　　　Ａ
   Ｇ０９Ｆ    3/10     　　　Ｈ
   Ｇ０９Ｆ    3/00     　　　Ｅ

【手続補正書】
【提出日】平成27年5月29日(2015.5.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　本発明に係るラベル形成装置は、付着した粘着材を剥離可能な剥離面を少なくとも１方
に有する剥離シートと、前記剥離面に積層された粘着材層と、前記粘着材層の前記剥離シ
ート側の面とは反対側の面に積層されたコート層とを備える台紙を供給する台紙供給部と
、前記コート層の前記粘着材層側の面とは反対側の面に、ラベル部の熱可塑性樹脂を転写
する少なくとも１つのラベル部転写器と、前記コート層の前記粘着材層側の面とは反対側
の面の、前記ラベル部の少なくとも一部を囲む形状で、前記ラベル部とは所定寸法だけ離
間する位置に縁取部の熱可塑性樹脂を転写する少なくとも１つの縁取部転写器と、前記ラ
ベル部及び前記縁取部を加熱し、前記ラベル部の熱可塑性樹脂及び前記縁取部の熱可塑性
樹脂を前記コート層上に固着する定着器と、を備えることを特徴とする。
　また、本発明に係るラベル形成装置は、付着した粘着材を剥離可能な剥離面を少なくと
も１方に有する剥離シートと、該剥離面上に設けられた粘着材層と、該粘着材層の上層に
設けられたコート層とを備える台紙を供給する台紙供給部と、前記コート層の表面に、ラ
ベル部の熱可塑性樹脂を転写する少なくとも１つのラベル部転写器と、前記コート層の表
面に、前記ラベル部の少なくとも一部を囲む形状で、前記ラベル部とは所定寸法だけ離間
する位置に、縁取部の熱可塑性樹脂を転写する少なくとも１つの縁取部転写器と、前記ラ
ベル部及び前記縁取部を加熱し、前記ラベル部の熱可塑性樹脂及び前記縁取部の熱可塑性
樹脂を前記コート層上に固着する定着器と、を備えることを特徴とする。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　本発明に係るラベル形成方法は、付着した粘着材を剥離可能な剥離面を少なくとも一方
に有する剥離シートと、前記剥離面に積層された粘着材層と、前記粘着材層の前記剥離シ
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ート側の面とは反対側の面に積層されたコート層とを備える台紙の、前記コート層の前記
粘着材層側の面とは反対側の面に、ラベル部の熱可塑性樹脂と、前記ラベル部の少なくと
も一部を囲む形状となる縁取部の熱可塑性樹脂とを、前記ラベル部と前記縁取部が所定寸
法だけ離間する位置に転写し、前記ラベル部及び前記縁取部を加熱し、前記ラベル部の熱
可塑性樹脂及び前記縁取部の熱可塑性樹脂を前記コート層上に固着することを特徴とする
。
　また、本発明に係るラベル形成方法は、付着した粘着材を剥離可能な剥離面を少なくと
も一方に有する剥離シートと、該剥離面上に設けられた粘着材層と、該粘着材層の上層に
設けられたコート層とを備える台紙の該コート層の表面に、ラベル部の熱可塑性樹脂と、
該ラベル部の少なくとも一部を囲む形状となる縁取部の熱可塑性樹脂とを、該ラベル部と
該縁取部とが所定寸法だけ離間する位置に転写し、前記ラベル部及び前記縁取部を加熱し
、前記ラベル部の熱可塑性樹脂及び前記縁取部の熱可塑性樹脂を前記コート層上に固着す
ることを特徴とする。
　そして、本発明に係るラベル形成方法は、付着した粘着材を剥離可能な剥離面を少なく
とも一方に有する剥離シートと、前記剥離面に積層された粘着材層と、前記粘着材層の前
記剥離シート側の面とは反対側の面に積層されたコート層とを備える台紙の、前記コート
層の前記粘着材層側の面とは反対側の面に、ラベル部の少なくとも一部を囲む形状となる
境界部の第１のトナーを、前記ラベル部と縁取部の間を所定寸法だけ離間するように転写
し、前記コート層の前記粘着材層側の面とは反対側の面に、前記境界部に少なくとも１部
を囲まれた前記ラベル部の熱可塑性樹脂と、前記境界部の外側に前記縁取部の熱可塑性樹
脂を転写し、前記境界部及び前記ラベル部及び前記縁取部を加熱し、前記境界部の第１の
トナー及び前記ラベル部の熱可塑性樹脂及び前記縁取部の熱可塑性樹脂を前記コート層上
に固着することを特徴とする。
　さらに、本発明に係るラベル形成方法は、付着した粘着材を剥離可能な剥離面を少なく
とも一方に有する剥離シートと、該剥離面上に設けられた粘着材層と、該粘着材層の上層
に設けられたコート層とを備える台紙の該コート層の表面に、ラベル部の少なくとも一部
を囲む形状となる境界部の第１のトナーを、該ラベル部と縁取部との間を所定寸法だけ離
間するように転写し、前記コート層の表面に、前記ラベル部の熱可塑性樹脂と、前記ラベ
ル部または前記境界部の少なくとも一部を囲む形状となる前記縁取部の熱可塑性樹脂とを
、前記境界部により前記ラベル部と前記縁取部との間を所定寸法だけ離間された位置に転
写し、前記境界部及び前記ラベル部及び前記縁取部を加熱し、前記境界部の第１のトナー
及び前記ラベル部の熱可塑性樹脂及び前記縁取部の熱可塑性樹脂を前記コート層上に固着
することを特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　本発明に係るラベルは、付着した粘着材を剥離可能な剥離面を少なくとも一方に有する
剥離シートと、前記剥離面上に設けられた粘着材層と、前記粘着材層の上層に設けられた
コート層と、を備え、前記コート層の表面に、ラベル部の熱可塑性樹脂と、該ラベル部の
少なくとも一部を囲む形状となる縁取部の熱可塑性樹脂とが、該ラベル部と該縁取部とが
所定寸法だけ離間する位置に固着している、ことを特徴とする。
【手続補正４】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
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【請求項１】
　付着した粘着材を剥離可能な剥離面を少なくとも１方に有する剥離シートと、前記剥離
面に積層された粘着材層と、前記粘着材層の前記剥離シート側の面とは反対側の面に積層
されたコート層とを備える台紙を供給する台紙供給部と、
　前記コート層の前記粘着材層側の面とは反対側の面に、ラベル部の熱可塑性樹脂を転写
する少なくとも１つのラベル部転写器と、
　前記コート層の前記粘着材層側の面とは反対側の面の、前記ラベル部の少なくとも一部
を囲む形状で、前記ラベル部とは所定寸法だけ離間する位置に縁取部の熱可塑性樹脂を転
写する少なくとも１つの縁取部転写器と、
　前記ラベル部及び前記縁取部を加熱し、前記ラベル部の熱可塑性樹脂及び前記縁取部の
熱可塑性樹脂を前記コート層上に固着する定着器と、
　を備えることを特徴とするラベル形成装置。
【請求項２】
　付着した粘着材を剥離可能な剥離面を少なくとも１方に有する剥離シートと、該剥離面
上に設けられた粘着材層と、該粘着材層の上層に設けられたコート層とを備える台紙を供
給する台紙供給部と、
　前記コート層の表面に、ラベル部の熱可塑性樹脂を転写する少なくとも１つのラベル部
転写器と、
　前記コート層の表面に、前記ラベル部の少なくとも一部を囲む形状で、前記ラベル部と
は所定寸法だけ離間する位置に、縁取部の熱可塑性樹脂を転写する少なくとも１つの縁取
部転写器と、
　前記ラベル部及び前記縁取部を加熱し、前記ラベル部の熱可塑性樹脂及び前記縁取部の
熱可塑性樹脂を前記コート層上に固着する定着器と、
　を備えることを特徴とするラベル形成装置。
【請求項３】
　前記ラベル部の熱可塑性樹脂及び前記縁取部の熱可塑性樹脂は、熱可塑性トナーである
ことを特徴とする請求項１または２に記載のラベル形成装置。
【請求項４】
　前記ラベル部の厚さは、１つ以上の前記ラベル部転写器から前記ラベル部の熱可塑性樹
脂を転写して積層することにより調整することを特徴とする請求項１乃至３のいずれか一
項に記載のラベル形成装置。
【請求項５】
　前記ラベル部の熱可塑性樹脂を転写する前に、或いは、前記ラベル部の熱可塑性樹脂を
複数層転写する際の層と層との間に、或いは、前記ラベル部の熱可塑性樹脂を転写した後
に、前記ラベル部の模様となるイメージ部のトナーを転写し、
　前記ラベル部と前記コート層との間、或いは、前記ラベル部の熱可塑性樹脂の内側、或
いは、前記ラベル部の表面に前記イメージ部を形成する、
　ことを特徴とする請求項１乃至４のいずれか一項に記載のラベル形成装置。
【請求項６】
　前記台紙供給部と前記定着器との間に、前記コート層の表面の前記ラベル部と前記縁取
部との間となる位置にトナーを転写する境界部転写器を更に備えることを特徴とする請求
項１乃至５のいずれか一項に記載のラベル形成装置。
【請求項７】
　付着した粘着材を剥離可能な剥離面を少なくとも一方に有する剥離シートと、前記剥離
面に積層された粘着材層と、前記粘着材層の前記剥離シート側の面とは反対側の面に積層
されたコート層とを備える台紙の、前記コート層の前記粘着材層側の面とは反対側の面に
、ラベル部の熱可塑性樹脂と、前記ラベル部の少なくとも一部を囲む形状となる縁取部の
熱可塑性樹脂とを、前記ラベル部と前記縁取部が所定寸法だけ離間する位置に転写し、
　前記ラベル部及び前記縁取部を加熱し、前記ラベル部の熱可塑性樹脂及び前記縁取部の
熱可塑性樹脂を前記コート層上に固着することを特徴とするラベル形成方法。
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【請求項８】
　付着した粘着材を剥離可能な剥離面を少なくとも一方に有する剥離シートと、該剥離面
上に設けられた粘着材層と、該粘着材層の上層に設けられたコート層とを備える台紙の該
コート層の表面に、ラベル部の熱可塑性樹脂と、該ラベル部の少なくとも一部を囲む形状
となる縁取部の熱可塑性樹脂とを、該ラベル部と該縁取部とが所定寸法だけ離間する位置
に転写し、
　前記ラベル部及び前記縁取部を加熱し、前記ラベル部の熱可塑性樹脂及び前記縁取部の
熱可塑性樹脂を前記コート層上に固着することを特徴とするラベル形成方法。
【請求項９】
　前記ラベル部の熱可塑性樹脂及び前記縁取部の熱可塑性樹脂は、熱可塑性トナーである
ことを特徴とする請求項７または８に記載のラベル形成方法。
【請求項１０】
　前記ラベル部の厚さは、前記ラベル部の熱可塑性樹脂を１層以上転写して積層すること
により調整することを特徴とする請求項７乃至９のいずれか一項に記載のラベル形成方法
。
【請求項１１】
　前記ラベル部の熱可塑性樹脂を転写する前に、或いは、前記ラベル部の熱可塑性樹脂を
複数層転写する際の層と層との間に、或いは、前記ラベル部の熱可塑性樹脂を転写した後
に、前記ラベル部の模様となるイメージ部のトナーを転写し、
　前記ラベル部と前記コート層との間、或いは、前記ラベル部の熱可塑性樹脂の内側、或
いは、前記ラベル部の表面に前記イメージ部を形成する、
　ことを特徴とする請求項７乃至１０のいずれか一項に記載のラベル形成方法。
【請求項１２】
　付着した粘着材を剥離可能な剥離面を少なくとも一方に有する剥離シートと、前記剥離
面に積層された粘着材層と、前記粘着材層の前記剥離シート側の面とは反対側の面に積層
されたコート層とを備える台紙の、前記コート層の前記粘着材層側の面とは反対側の面に
、ラベル部の少なくとも一部を囲む形状となる境界部の第１のトナーを、前記ラベル部と
縁取部の間を所定寸法だけ離間するように転写し、
　前記コート層の前記粘着材層側の面とは反対側の面に、前記境界部に少なくとも１部を
囲まれた前記ラベル部の熱可塑性樹脂と、前記境界部の外側に前記縁取部の熱可塑性樹脂
を転写し、
　前記境界部及び前記ラベル部及び前記縁取部を加熱し、前記境界部の第１のトナー及び
前記ラベル部の熱可塑性樹脂及び前記縁取部の熱可塑性樹脂を前記コート層上に固着する
ことを特徴とするラベル形成方法。
【請求項１３】
　付着した粘着材を剥離可能な剥離面を少なくとも一方に有する剥離シートと、該剥離面
上に設けられた粘着材層と、該粘着材層の上層に設けられたコート層とを備える台紙の該
コート層の表面に、ラベル部の少なくとも一部を囲む形状となる境界部の第１のトナーを
、該ラベル部と縁取部との間を所定寸法だけ離間するように転写し、
　前記コート層の表面に、前記ラベル部の熱可塑性樹脂と、前記ラベル部または前記境界
部の少なくとも一部を囲む形状となる前記縁取部の熱可塑性樹脂とを、前記境界部により
前記ラベル部と前記縁取部との間を所定寸法だけ離間された位置に転写し、
　前記境界部及び前記ラベル部及び前記縁取部を加熱し、前記境界部の第１のトナー及び
前記ラベル部の熱可塑性樹脂及び前記縁取部の熱可塑性樹脂を前記コート層上に固着する
ことを特徴とするラベル形成方法。
【請求項１４】
　前記ラベル部の熱可塑性樹脂及び前記縁取部の熱可塑性樹脂は、熱可塑性トナーである
ことを特徴とする請求項１２または１３に記載のラベル形成方法。
【請求項１５】
　前記境界部の第１のトナーと前記ラベル部の模様となるイメージ部の第２のトナーとは
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、少なくとも一種類の、少なくとも一色の、少なくとも一つの粉体トナーであることを特
徴とする請求項１２乃至１４のいずれか一項に記載のラベル形成方法。
【請求項１６】
　付着した粘着材を剥離可能な剥離面を少なくとも一方に有する剥離シートと、
　前記剥離面上に設けられた粘着材層と、
　前記粘着材層の上層に設けられたコート層と、
　を備え、
　前記コート層の表面に、ラベル部の熱可塑性樹脂と、該ラベル部の少なくとも一部を囲
む形状となる縁取部の熱可塑性樹脂とが、該ラベル部と該縁取部とが所定寸法だけ離間す
る位置に固着している、
　ことを特徴とするラベル。
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